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１１琉大熱生研、２１（株）東京久栄、３)琉大理、

「生態学（2003)」によれば、種間関係を指す言葉として他種との緊密な物理的

結びつきを「共生（symbiosis)」と言う。共生では種間の関係に様々な利益のあ

り方が見られる。種問のつながりにおいて、通常２種間で相互に利益や利便を

もたらす関係を「相利（mutuaIism)」と言う。すなわち互いに高い出生率、低い

死亡率、高い環境収容力の少なくとも一つをもたらす場合を相利と見なす。相

利では種間の物理的な結びつきを考慮しないので、共生以外にも多くの種間の

相互作用が見られる。

発表者らは、沖縄本島備瀬のサンゴ礁池において、樹枝状の生活型を持つイシ

サンゴ類エダコモンサンゴＭＤ'zzjpomdjgjramと海草類リュウキュウスガモ

rlhα/ZJssjaノte"Zprjchjjの間に相利と思われる関係を見いだした（Ninomiyaet.a1.,

2006)。その後の調査で、両種は混合群落を形成することで生息環境を相互に補

完し、そうでない場合に比べて高い環境収容力を示すことが観察された。しか

しながら、このような混合群落は高頻度に観察されてはいない。そればかりか、

サンゴと海草は同所的に生息する場合、一般には光と定着基質を巡り競争関係

におかれるのも確かである。これは、この相互作用が両種の生存にとって必要

条件とはなっていない任意共生であることを意味する。一時的に、このような

相互依存的群落が形成されるのは、両種の生活史戦略の中に相互の利益を共有

できる機構が存在していることになる。さらにこのような機構を両種が獲得し

てきた背景には、両種の生活環境であるサンゴ礁環境の多様性が無関係ではな

いと思われる。主に礁池内で群落を形成するエダコモンサンゴは破片分散をす

ることが知られており、産生される破片の生存には加入時の安定した底質環境

が必要である。リュウキュウスガモは種子分散により礁池の様々な底質環境に

広く加入している。岩の亀裂のように成長に不利な環境や他の海草類との競争

に曝される場所もあるが、サンゴなどの礫底では優占することができる。この

ように、一つの沿岸生態系においてその骨格となる生物の存在が隣接する生態

系の骨格生物と出会い、その結果、間接的に相互依存していたもの同士が相利

に至る過程について種間関係と環境要因の両面から検討したい。


